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安全・安心な漬物づくりに向けて ～漬物技術研究会の講演から～

園芸農産課

平成２６年３月４日、名古屋市西区の食品工業技術センターにおいて、食品工業技術セ

ンターと公益社団法人愛知県漬物協会の共催で、「漬物技術研究会」が開催されました。

この研修会では、毎年、食をテーマに様々な話題の提供を行っています。平成２４年８月

に北海道で発生した浅漬の食中毒事件を漬物業界として重く受け止めたことから、今回は、

漬物の製造現場における腸管出血性大腸菌O157対策、及びＨＡＣＣＰの考え方についての

講演を行い、安全安心な漬物を製造するための知識を深めました。

漬物製造現場における腸管出血性大腸菌O157対策

腸管出血性大腸菌O157は、血便や脳症を発生させるベ

ロ毒素を産生し、発症した場合、成人では軽症ですが、

乳幼児と高齢者は重篤な症状となります。また、少ない

菌数で発症し、潜伏期間が4～7日と長いため、感染源の

特定が困難です。

対策として、加熱や発酵を行なわず低塩分で製造する

浅漬では、原料野菜の洗浄と殺菌及び低温保存の徹底が

重要です。また、漬物の衛生規範（平成25年12月改正）の順守にとどまらず、製造施設内

では、手洗い後の紙タオル使用、手指の消毒、取手・スイッチ・器具等手の触れる部分の

消毒を徹底します。（講師：㈱中部衛生センター）

ＨＡＣＣＰの考え方について

ＨＡＣＣＰとは、食品の安全性を確保するための衛生

管理のシステムです。その手順は、原料の入荷から製造

・出荷の工程において、あらかじめ生物的・化学的・物

理的危害を分析（Hazard Analysis）し、その危害を防

止、排除、許容レベルまで低減するための重要管理点（C

ritical Control Point）とその管理基準を決め、その

工程を重点的に管理するシステムです。この重要管理点

を監視し、コントロールされていないと認められた時に講じる改善措置をあらかじめ規定

しておきます。そして、このシステムを定期的に検証し、その記録を保管します。このよ

うに、製造施設毎にＨＡＣＣＰに基づく自主管理を行うことによって、食品の安全性を自

ら保証し、消費者に衛生的で安全な食品を提供することができます。また、愛知県にはＨ

ＡＣＣＰ導入施設の知事認定制度があり、積極的な導入を呼びかけています。

（講師：愛知県健康福祉部健康担当局生活衛生課）

（参考）一般財団法人食品産業センター http://www.shokusan.or.jp/haccp/ 公益社団法人日本食品衛生協会 http://www.n-shokuei.jp/

漬物業界の今後に向けて

ＨＡＣＣＰの導入は簡単ではないと思われますが、これからの食品製造施設に必要不可

欠ととらえ、今後も研修会等を通じて、業界全体でＨＡＣＣＰ導入に向けた取組を進めて

いくこととしています。

腸管出血性大腸菌O157対策の講演

情報サロン



地域トピックス 

海部農林水産事務所 

 

花を楽しみ、花に親しんでもらう活動を続ける海部花き連 

海部苗木花卉生産組合連合会（以下、海部花き連）は、海部地域の花き生産者が

集い、地域の花き振興や、生産者の技術向上を図る目的で活動しています。 
特に、地域の皆さんに花に親しんでもらう取組に熱心で、その活動を紹介します。 

 

① フラワーウォークを毎月開催 

ひと月に一度、会員生産者が花を提供し、県海部総合庁舎及び各市町村庁舎に

て職員向けに開催しています。購入したお花を持ち帰る（持ち歩く）ことにより、

広く県民の皆様に花の美しさをＰＲしています。 
 

② 地域のイベントで花育教室を実施 

４月に主催した海部苗木花き展示品評会や11月に海南こどもの国で開催される
秋まつりにて子供向けの花育教室を実施しています。多くのお子様や保護者の皆

様に花とのふれあいを楽しんでいただいています。 
   
③ 花育ティーチャーの派遣 
小学校の授業として開催される、寄せ植えやフラワーアレンジメントなどの花

育教室（花の王国あいち需要拡大推進事業）に、本地域で生産されている花につ

いてよく知る、地元の会員生産者を講師（花育ティーチャー）として派遣してい

ます。 
 
海部花き連は、これからもフラワーウォークや花育教室を通じて、県民の皆様に

花に親しんでいただき、花のある暮らしのＰＲによる花きの振興・消費拡大に力を

入れていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

（小学校にて寄せ植え教室） （花育教室に参加するご家族） （フラワーウォークの様子） 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

京浜市場における平成２５年産の愛知県産農産物の動向

東京における本県産農産物の状況

平成25年産（平成25年１月から平成25年12月）の東京都中央卸売市場(９市

場)（以下、「京浜市場」という。）での愛知県産農産物の取扱高は、野菜191.8

億円（シェア5.3%)、果実22.3億円(1.4%）、花き121.6億円(14.1%）、合計335.7

億円(5.6%)と、47都道府県の中で茨城県、千葉県、北海道に次いで第４位の取

扱い額となっています。上位５位までは①茨城県：557億円、②千葉県：494億

円、③北海道：341億円、⑤長野県：318億円となっています。

１ 野菜

京浜市場での野菜の取扱高は、3,615億円で昨年を89億円上回りました。

これは、東日本大震災の震災前の水準に近づき、その影響からの回復と夏

秋期の相場が前年に比べ良かったことにより、東北・高冷地を中心に取扱

高が増えたためと考えられます。なお、過去５年間の平均単価は平成21年

＠216円、平成22年＠243円、平成23年＠222円、平成24年＠224円、平成25

年＠230円となっています。

本県産については、主力商品のキャベツをはじめトマト、ブロッコリ

ーが春先からの豊作のため、相場が崩れ安値となったことから、前年と

比較してキャベツは９ポイント（5.6億円）、トマトは16ポイント（5.7

億円）、ブロッコリーは９ポイント（1.6億円）下回る結果となりました。

一方、ミニトマトはほぼ横ばいで、大葉は７ポイント（1.5億円）上回り

ました。また、野菜全体で主要な品目が下回ったため、６ポイント（約1

2億円）下回る191.8億円となりました。前年が過去５年で最高の取扱金

額となったことを考えるとまずまずの結果となりました。

２ 果実

京浜市場での取扱高は、約1,569億円で前年を１ポイント（約17億円）

下回りました。

本県産については、相場安となったイチゴが11ポイント（8.4千万円）、

前年が豊作であった柿が11ポイント（５千万円）減少するなど、いずれの



品目においても前年を下回り、果実全体で前年を９ポイント（2.3億円）

下回る22.3億円となりました。

３ 花き

京浜市場での取扱高は862億円でほぼ前年並みの実績でした。

本県産についても、全体では前年並の121.6億円になりました。全体

的には依然として低い水準で厳しい状況ですが、景気の影響を真っ先に

受ける洋らん鉢花については前年を３ポイント（２千万円）上回り、長

引く景気低迷の中ではあったものの、各品目ともほぼ横ばいと一時より

も減少幅が小さく、下げ止まりの感がありました。

表１ 主な品目の取扱金額（野菜） 単位：千円

品目 平成２５年 平成２４年 25/24 全国順位 上位産地

野菜計 19,176,517 20,350,094 94.2% ６位 ①茨城、②千葉、③北海道

キャベツ類 5,454,256 6,012,155 90.7% １位 ②群馬、③千葉

トマト 3,009,774 3,583,208 84.0% ３位 ①熊本、②栃木

おおば 2,243,689 2,090,322 107.3% １位 ②茨城、③大分

ミニトマト 2,571,070 2,547,566 100.9% １位 ②熊本、③茨城

ブロッコリー 1,501,493 1,657,298 90.6% １位 ②北海道、③埼玉

ほじそ 485,057 440,577 110.1% １位 ②沖縄、③東京

さやえんどう 316,521 397,188 79.7% １位 ②鹿児島、③長崎
ふき 315,698 336,061 93.9% １位 ②群馬、③静岡

表２ 主な品目の取扱金額（果実） 単位：千円

品目 平成２５年 平成２４年 25/24 全国順位 上位産地

果実計 2,234,859 2,469,042 90.5% 16位 ①青森、②愛媛、③栃木

いちご 691,417 775,785 89.1% 7位 ①栃木、②福岡、③佐賀

いちじく 497,255 544,812 91.3% １位 ②和歌山、③福岡

みかん類 527,367 560,073 94.2% 7位 ①愛媛、②静岡、③長崎

柿 378,414 427,451 88.5% ６位 ①和歌山、②奈良、③福岡

メロン 50,739 56,937 89.1% 10位 ①茨城、②静岡、③熊本



表３ 主な品目の取扱金額（花き） 単位：千円

（花き）

品目 平成２５年 平成２４年 25/24 全国順位 上位産地
12,161,731 12,248,976 99.3% １位 ②千葉、③埼玉

輪ぎく 4,373,459 4,385,748 99.7% １位 ②沖縄、③静岡

スプレー菊 1,329,548 1,381,253 96.3% １位 ②栃木、③群馬

ばら類 889,103 891,490 99.7% ２位 ①静岡、③山形

カーネーション類 350,332 340,959 102.7% ３位 ①長野、②千葉

アルストロメリア 439,766 449,542 97.8% ２位 ①長野、③山形
8,713,186 7,448,992 117.0%

観葉植物 1,397,105 1,410,245 99.1% １位 ②静岡、③鹿児島

鉢花 748,184 799,203 93.6% ２位 ①埼玉、③千葉

鉢 洋らん鉢物 664,801 642,778 103.4% ３位 ①埼玉、②栃木

2,810,090 2,852,226 98.5%
190,570 190,174 100.2% ６位 ①埼玉、②神奈川、③千葉苗物

鉢物　計

切
花

切花　計

花き計



                                                 食 育 推 進 課 

平成２５年度 卸売市場活性化実務講座について 

  卸売市場のせり人等関係者を対象に、生鮮食

料品等の流通等に関する幅広い知識を習得して

もらうため、平成２６年３月４日（火）に卸売

市場活性化実務講座を愛知県東大手庁舎で開催

しました。 

当日は、卸売市場関係者５３名が参加し、東

海農政局 経営･事業支援部事業戦略課 杉田 

実 流通･企業係長から「卸売市場施設整備事業」

の予算、内容について説明いただくとともに、

中京大学総合政策学部 坂田隆文准教授を講師

にお招きし、｢商品企画とマーケティング力の向

上｣と題する講演をしていただきましたので、そ

の講演の内容について紹介します。 

１  マーケティングの基本的理解 

・マーケティングとは、企業が、顧客との関係の 

創造と維持を、様々な企業活動を通じて実現して 

いくこと。顧客をどのように生み出し、その関係 

をどのように続けていくのかが重要である。 
 
・マーケティングを考えるときに、消費者、競争 

相手との状況、取引関係との関わりを考えること 

が重要。具体的には、以下のとおり。 

 ①消 費 者：その商品を販売することによって、消費者(顧客)が何を求めているのか。 
②競争相手：自分たちの商品が誰を対象にしているのか、何をセールスポイントにして

提供しているのか（差別化）、どのような売り方をするのか。 

③取引相手：単純に、商品を仕入先に販売するのではなく、自分たちのパートナー(協

力相手)となっているか。 
 

 ・様々な飲料メーカーがペットボトルのお茶を販売しているが、化粧品やトイ

レタリー大手メーカーが販売した「脂肪を消費しやすくする」お茶は、爆発的

なヒット商品となった。これは、先述のポイントに当てはめれば、①消費者が

健康を求めている、②飲料メーカーの追求する「味」ではなく機能性で売る、

③特定保健用食品としてコンビニエンスストアやドラッグストアを中心に販売、

となり、的確なマーケティング戦略に基づいている。 

 

２  マーケティング実践としてのブランド 

・ブランドの語源は、もともと英語の「burned(焼印を押す)」に由来しており、

自分の家畜と他人の家畜を間違えないように焼印を押して区別していたことか

西 日 本 情 報 

 

講演する坂田氏 



ら、商品に付けられるもの、他と識別するためのものとされ、名前やデザイン、

シンボルなど多岐にわたっている。 
 
・例えば、「関アジ」「関サバ」と呼ばれる魚の 

ブランドは、大分県大分市の佐賀関で一本釣り 

（網捕りでは魚同士が擦れて傷が付いてしまう） 

で採れるマアジ、マサバであり、水揚げ時の個 

体管理から販売先の絞り込み（高級料理店、百 

貨店等）まで消費者の口に入るまでの徹底した 

ブランド戦略により、高級品としての高い付加 

価値を生み出している。 

 

３  マーケティング力向上のための商品企画 

・私の研究室では、企業※と共同で商品開発を行 

っている。（※井村屋㈱、敷島製パン㈱、山崎製パン㈱、 

㈱サークルＫサンクス等と実績あり。） その際に、学生に 

は「企画はゼロから生まれる訳ではない。先入観 

を持たずに、数多くのアイデアを出すことが必要 

である。」と指導している。 
 
・マーケティング力を向上させるためには、普段 

から取扱商品のことを考え、その商品に対して顧 

客が何を求めているのかを常に考えることが重要 

である。併せて、ニュースや新聞等で入ってくる 

様々な情報を鵜呑みにするのではなく、 

①本当にそうなのか？（物事の本質を求める） 

②なぜそうなのか？（物事の真相を探る） 

③じゃあどうすべきか？（実践方法を考える） 

 と思考する訓練を続けていく事が必要である。 

 

  ４  まとめ     

  ○商品開発（ブランド創出）のための企画立案は、先入観なく数多くのアイデ

アを出し、その中から顧客のニーズとマッチした論理的なアイデアを絞り込ん

でいくものであり、才能や能力ではなく、普段からその訓練が必要である。 

  ○マーケティング力を向上させるには、物事を単一的な視点で眺めるのではな

く、複眼的に捉える必要がある。 

 

【参考】坂田 隆文 氏 プロフィール 

 1998 年 滋賀大学経済学部卒業、2003年 神戸大学大学院経営学科研究課博士課程修了後、

2003 年 中京大学商学部講師に着任、2007 年 中京大学総合政策学部准教授、2014 年より

教授、現在に至る。 

〔研究分野〕流通業のビジネスモデル、企業のマーケティング戦略、医療経営、トヨタ生産

方式の異業種への活用、商品企画等 

〔近著〕『１からのリテール・マネジメント』（碩学舎）、『１からの商品企画』（碩学舎） 



フラワーページ 

園芸農産課 

第６３回関東東海花の展覧会を開催しました 

 
関東東海花の展覧会は昭和２６年から行われている伝統ある展覧会で、ここで開催され

る花の品評会は日本最大と言われています。 
この展覧会は花に対する理解を深め、一層の消費拡大を図ることを目的として、１都  

１１県（愛知、茨城、群馬、栃木、東京、埼玉、千葉、静岡、神奈川、岐阜、三重、山梨）

が中心となって毎年開催しており、今回は愛知県が当番県となって、平成２６年１月３１

日から２月２日までの３日間、東京・池袋のサンシャインシティ文化会館で開催しました。 
 
３１日のオープニングセレモニーでは、展覧会の会長である大村秀章愛知県知事が主催

県を代表してあいさつをされ、テープカットを行いました。続いて、大村知事がご説明役

となり、高円宮妃殿下、典子女王殿下に会場をご観覧いただきました。 

   
オープニングのテープカット      高円宮妃殿下、典子女王殿下御高覧 

 
１ 特別展示 ～１万本の切花と鉢物で愛知県の魅力を表現～ 

愛知県特別展示では、「虹でつながる花の王国あいち～虹の架け橋をわたって愛知から世

界へ、そして未来へ～」をテーマに展示を行いました。高いデザイン性とともに、「花の王

国あいち」として日本一の生産を誇る本県産の切花がふんだんに使われた展示により、首

都圏の花き関係者及び消費者に対して、愛知県及びあいちの花に対する関心を高めてもら

うことができました。 

    
 
 

  

【タイトルオブジェ】 

「花の王国」愛知県の地勢図を配置

【シンボルオブジェ】 

世界へ、未来へ羽ばたくペガサス 



農林水産大臣賞 
きく 

斉藤氏 神馬 

２ 品評会 ～４部門で農林水産大臣賞を獲得～ 

一般公開の前日（１月３０日）に行われた

品評会の審査会では、１０部門（カーネー

ション、きく、ばら、球根切花、一般切花、

枝物、花苗、観葉植物、一般鉢物、洋らん）

について、草勢、花の形質、花と茎葉のバラ

ンス、病害虫などの品質に加えて、商品性が

審査され、入賞が決定されました。今回の総

出品点数は１，６９３点で、このうち優れた

品質を有する５１２点（金賞８６点、銀賞１

７０点、銅賞２５６点）が入賞しました。 
愛知県からは２３６点の出品があり、１１

点が金賞を受賞し、そのうち、カーネーショ

ン（鳥居優氏、品種名：モモカ）、きく（斉藤

則夫氏、品種名：神馬）、ばら（天野真光氏、

品種名：カタリナ）、観葉植物（森山敏雄氏、

種類名：シェフレラ）の４部門で、第一席で

ある農林水産大臣賞を獲得し、本県産花きの

品質の高さを示すことができました。 
他には、銀賞２３点、銅賞３２点の入賞が

ありました。 
 
 
３ 一般公開 

この展覧会は３日間にわたり一般に公開され、多くの来場者でにぎわいました。その中

には「質の高い様々な種類の切花、鉢物をみることができる展覧会」として毎年楽しみに

している来場者も多くみられました。また、会場では、フラワーアレンジメント教室や花

育教室、フラワーバレンタインのＰＲコーナーや都県紹介コーナーなども設置し、大盛況

でした。 
また、首都圏は本県産花きの主要出荷先です。出品された作品には産地や生産者名が記

された出品票がつけられており、本県の生産者の実力を消費者に大いにアピールする絶好

の機会となりました。 

    
 

農林水産大臣賞 
カーネーション 
鳥居氏 モモカ 

農林水産大臣賞 
ばら 

天野氏 モモカ 

農林水産大臣賞 
観葉植物 

森山氏 シェフレラ 

大盛況の会場内 花育教室 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：みつば）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２５年実績 ５３８ ５２６ ５６７ ５６４ 静岡 (２％)
(９７％)

２６年見通し ５２０ － ５５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

尾張を中心に水耕で周年栽培されている 若い世代を中心に、みつばの食べ方を知ら
。重油高の影響が続いていることと、水菜 ないことも多くなってきている。
等他の水耕野菜を栽培する農家が増えてい 家庭で味噌汁や炒め物等でおいしく食べら
ることから、収穫量は減少傾向にある。 れることを宣伝する等、みつばの需要促進に
収穫量は減少しているものの、需要も減 向けた工夫が求められる。

少していることから単価も下落傾向にある
。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ペコロス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２５年実績 １９ １２ ６０９ ６８７ ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(２５％)
(６５％) ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ( ８％)

北海道 ( ２％)
２６年見通し １８ － ６１０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

今年の１～３月の入荷量は51ｔ（対前年 ペコロスは、業務向けを中心に安定した需
比96％）、平均単価は578円／kg（101％） 要がある。近年外国産の入荷量が増加してい
であった。前年との違いは、北海道産の入 るなか、５月の愛知産に対する期待は大きく
荷量が大幅に少なく、ニュージーランド産 、また品質的に評価が高いことからも、多く
が増えている。本県産は例年どおり５月に の安定した入荷量を求めている。
入荷のピークを迎えると思われる。
入荷量は多かった前年をやや下回り、価

格は外国産の影響を受け、前年並になる見
込み。



名古屋・東京市場における青果物の５月の見通し

4月15日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ３９，２２６ 209 196 185 愛知 31%
２２年 ３６，２８１ 235 198 209 北海道 7%
２３年 ３６，１７０ 187 190 191 長崎 7%
２４年 ３７，５４９ 211 210 203 茨城 6%
２５年 ３６，８７５ 194 182 165

５ヵ年平均 ３７，２２０ － － －

２６年見通し ３５，９００ － － －

２１年 ２，３８８ 84 84 88 愛知 84%
２２年 ２，２８０ 87 90 92 鹿児島 7%
２３年 ２，２８６ 51 54 78 長崎 3%
２４年 ２，５３０ 87 115 97 千葉 2%
２５年 ２，３６０ 78 71 67

５ヵ年平均 ２，３６９ 78 83 85

２６年見通し ２，４００ 75 75 75

２１年 ２，２５２ 142 120 88 徳島 81%
２２年 ２，９５０ 116 108 128 岐阜 13%
２３年 ２，６６３ 147 130 114 愛知 2%
２４年 ２，５９１ 119 115 131 長崎 2%
２５年 ２，４４４ 124 114 111

５ヵ年平均 ２，５８０ 129 117 116

２６年見通し ２，５００ 120 120 120

に
　
ん
　
じ
　
ん

２０２
１１２
１１７
１２９
１１６

１３３

　産地の中心は徳島であるが、下旬より岐
阜、愛知が出てくる。
　徳島、岐阜、愛知ともに生育状況は順調
である。
　入荷量は前年並みで、価格はやや上昇の
見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　４月の産地の主力は愛知で、鹿児島、長
崎からも入荷する。好天、適雨により生育
は順調であり、太りも良好。
　下旬からは、愛知産から青森産になる
が、青森産の生育が若干後れがちであるこ
とから、品薄感が懸念される。

　産地は地元愛知が中心。冬場の関東地方
を中心とした雪の影響が懸念されるが、現
在は天候にも恵まれ、全体的に生育は順
調。５月からは春夏物が多く出てくる。
　入荷量は前年よりやや下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９７

１９６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
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品
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　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９５
２１３
１８９
２０８
１７８

名古屋市中央卸売市場



名古屋・東京市場における青果物の５月の見通し

4月23日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 １３７,１２０ 233 218 216 千葉 18%
２２年 １３４,９８６ 239 212 225 茨城 15%
２３年 １３６,７１０ 199 195 232 佐賀 8%
２４年 １４５,９９４ 218 226 217 埼玉 5%
２５年 １４５,７０９ 203 190 184 （愛知産比率　4％）

５ヵ年平均 １４０,３０４ － － －

２６年見通し １４５,０００ － － －

２１年 ８,９５２ 87 89 91 千葉 80%
２２年 ９,６７８ 98 87 85 茨城 11%
２３年 ９,６４２ 55 57 81 鹿児島 2%
２４年 １０,７２８ 85 114 96 栃木 2%
２５年 ９,６２３ 89 70 56 （愛知産比率1％）

５ヵ年平均 ９,７２８ 83 88 82

２６年見通し ９,５００ 80 75 70

２１年 ８,４２７ 151 135 108 徳島 67%
２２年 ８,５２６ 130 123 149 千葉 23%
２３年 ８,７３０ 152 140 138 埼玉 3%
２４年 ８,８９４ 126 120 135 中国 2%
２５年 ８,３８０ 129 124 124 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ８,５９１ 138 128 131

２６年見通し ８,５００ 120 125 130

 前年及び本年の

１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　徳島と千葉からの入荷が中心となる。徳
島は気温の上昇とともに入荷は前倒し傾向
で５月上旬まで潤沢入荷。千葉は連休明け
から入荷し、下旬から潤沢入荷となる。入
荷量は前年よりわずかに上回る見込みで、
価格は前年よりわずかに下回る見込み。
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１３１
１３３
１３８
１２７
１２６

１３１

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  千葉からの入荷が中心となる。千葉は
ピークを過ぎ、徐々に減少していく。今後
増える青森は若干生育に遅れがあるが東京
向け入荷量は関東産地の出方次第。入荷量
は前年をわずかに下回る見込み。価格は前
年よりやや高いが平均よりかなり下回る見
込み。

だ
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６４
９７
７２

８３

１９２

２１２  前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷の中心は関東産地となり、土物類果
菜類は西南暖地からの入荷が本格化する。
４月の気温は平年並みかわずかに低かった
が、日照時間は十分に確保され、主要野菜
の生育は順調である。入荷量は多かった前
年よりわずかに下回り、価格は安かった前
年をかなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

野
　
菜
　
計

２２２
２２５
２０１
２２０

東 京 都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ２，１４１ 115 82 81 茨城 64%
２２年 ２，２５１ 105 78 86 愛知 30%
２３年 １，７６６ 52 48 69 長野 5%
２４年 １，８２５ 58 84 91 0 0%
２５年 １，６６９ 68 49 45

５ヵ年平均 １，９３０ 82 70 76

２６年見通し １，７００ 60 60 60

２１年 ３，９５１ 170 124 112 愛知 76%
２２年 ３，５２５ 114 99 101 茨城 13%
２３年 ４，０６１ 62 49 57 神奈川 6%
２４年 ４，３９６ 91 171 101 兵庫 2%
２５年 ３，９６６ 96 71 52

５ヵ年平均 ３，９８０ 106 104 84

２６年見通し ４，０００ 80 80 80

２１年 ２８２ 554 485 510 岐阜 70%
２２年 ２９６ 541 521 473 愛知 18%
２３年 ２４４ 355 444 533 茨城 4%
２４年 ２６０ 418 565 545
２５年 ２８３ 495 515 420

５ヵ年平均 ２７３ 477 507 494

２６年見通し ２７０ 550 500 450

５０３
４６７

４８８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４４８

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は岐阜。次いで愛知。岐阜は
飛騨からの入荷が中心となる見込み。愛知
産はゴールデンウィークを目処に終了予
定。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地の中心は愛知。次いで茨城、神奈
川。
　作付面積は横ばいだが、出荷量は横這い
か若干増加する傾向。生育も順調で、品物
は潤沢になると思われる。
　価格は前年をかなり上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は茨城を中心に、他に愛知、長野。
３，４月の気温の上昇とともに生産も順調
な状況。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ５,７４９ 89 64 57 茨城 96%
２２年 ６,３５３ 79 56 64 長野 2%
２３年 ５,８６０ 28 27 47 栃木 1%
２４年 ６,９５５ 43 63 71 熊本 1%
２５年 ６,５３７ 49 35 27 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ６,２９１ 58 49 53

２６年見通し ６,５００ 46 43 46

２１年 １６,８００ 75 84 59 千葉 41%
２２年 １６,７４３ 142 108 97 神奈川 35%
２３年 １８,８８６ 92 77 94 愛知 13%
２４年 １７,７７５ 57 43 60 茨城 9%
２５年 １９,２１７ 70 62 48 （愛知産比率13％）

５ヵ年平均 １８,６２３ 88 82 78

２６年見通し １９,２００ 85 80 75

２１年 １,５３６ 472 391 430 群馬 37%
２２年 １,７０４ 418 425 377 茨城 26%
２３年 １,３４４ 310 389 442 埼玉 13%
２４年 １,３３８ 416 626 416 岩手 11%
２５年 １,６０２ 478 376 303 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 １,５０５ 419 441 394

２６年見通し １,５００ 420 430 410

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  群馬、茨城、埼玉の関東産地に加えて岩
手からの入荷が始まる。
　群馬、埼玉、岩手は２月の降雪でハウス
被害があった。茨城は作付増と生育良好で
前年を大幅に上回る入荷見込み。入荷量は
かなり下回り、価格は前年をかなり上回る
見込み。
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 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、神奈川を中心とした関東産地から
の入荷が中心となる。各産地とも少雨と低
温の影響で生育遅れがあるものの概ね順調
な生育。春キャベツは引き合いが強いが連
休明けは価格弱めの展開が予想される。入
荷量は前年並が見込まれ、価格は前年を大
幅に上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

７２
１１５
８８
５２
６１

８２

３７

５３  前年及び本年の

４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からの入荷が中心となり、長野から
の入荷も始まってくる。茨城は降雪の影響
もあり、作付減と生育遅れがみられる。長
野も生育遅れがみられたが、回復傾向にあ
る。入荷量は前年をわずかに下回る見込み
で、価格は前年より大幅に上回る見込みだ
が、平均には届かない模様。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

は
　
く
　
さ
　
い

６９
６７
３２
５９

東 京 都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ９０７ 392 357 390 愛知 29%
２２年 ８１３ 417 472 469 鳥取 16%
２３年 ７８３ 316 323 365 大分 14%
２４年 ７７８ 392 399 392 中国 7%
２５年 ７６５ 374 352 376

５ヵ年平均 ８０９ 379 381 399

２６年見通し ７８０ 370 350 350

２１年 １，９０３ 181 177 124 長野 60%
２２年 １，６８８ 270 197 129 兵庫 29%
２３年 １，７１３ 133 108 136 茨城 6%
２４年 １，８６３ 194 211 189 愛知 3%
２５年 １，８７３ 203 144 128

５ヵ年平均 １，８０８ 196 168 141

２６年見通し １，８００ 190 140 120

２１年 ２，２３５ 178 165 173 愛知 38%
２２年 １，９９２ 180 200 208 宮崎 14%
２３年 ２，３１６ 166 233 276 高知 13%
２４年 ２，０４４ 227 261 198 埼玉 13%
２５年 ２，２４４ 191 162 153

５ヵ年平均 ２，１６６ 188 203 202

２６年見通し ２，１００ 240 200 200

３７９
４５３

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

１７２
１９５
２２１
２２２
１５８

 前年及び本年の

２１３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は愛知。月の後半からは関東
物が増えてくる。天候不良により関東物の
減少が懸念され、出荷量、価格への反映が
懸念される。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

１９３

 前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は長野、兵庫、茨城。各産地
とも生育は順調。茨城は５月中旬には終了
し、兵庫は５月下旬には終了する。５月後
半からは長野中心の入荷となる見込み。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長ねぎの中心は愛知。ゴールデンウィーク
明けには終了し、新ねぎへと生産は移行。今
後は軟白が出始めるが、天候不良で遅れ勝
ち。
　白ねぎの生産は静岡、鳥取、大分。下旬よ
り夏ねぎに切り替わるが、出荷量が少なくな
るのではないか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
わずかに上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６０
２０２
１２２
１９５
１５５

１６７

３２８
３９０
３５６

３８２  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ４,０２９ 303 320 362 茨城 33%
２２年 ３,６２９ 345 374 398 千葉 33%
２３年 ３,８０３ 308 298 347 埼玉 17%
２４年 ３,９７２ 394 279 324 中国 5%
２５年 ３,８４２ 279 266 328 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ３,８５５ 327 307 352

２６年見通し ４,１００ 320 280 300

２１年 ７,８５７ 159 149 115 長野 36%
２２年 ７,２０５ 269 173 127 茨城 36%
２３年 ７,０６７ 121 107 126 群馬 15%
２４年 ７,８０４ 171 202 171 兵庫 9%
２５年 ７,９２２ 168 133 122 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ７,５７１ 178 153 132

２６年見通し ７,９００ 160 140 120

２１年 ８,７７６ 185 180 178 埼玉 31%
２２年 ８,１１８ 191 204 208 群馬 23%
２３年 ７,９０６ 182 208 268 茨城 12%
２４年 ７,８０４ 171 202 180 千葉 12%
２５年 ８,９７５ 198 159 152 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ８,５１８ 197 205 198

２６年見通し ８,０００ 240 220 200

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  関東産地からの入荷が中心となる。主力
の埼玉、群馬は降雪によるハウス倒壊の被
害によって作付大幅減だが、茨城、千葉は
降雪被害なく順調に入荷している。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

き
　
ゅ

　
う
　
り

１８１
２０１
２２２
１８０
１６９

１９９

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  茨城などの関東産地に加えて長野からの入
荷が始まる。長野は降雪の影響で定植が遅れ
たが気温上昇とともに生育が回復してきた。
入荷は中旬から本格化する見込み。茨城、群
馬も生育は順調。
　入荷量は前年並を見込み、価格も前年並み
を見込むが、平均には届かない模様。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１３９
１８４
１１７
１８０
１４１

１５２

２９３

３２８  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  茨城、千葉などの関東産地からの入荷が
中心。各産地ともここまで生育は順調で、
５月は太物の発生率が高くなることが予想
される。
　入荷量は前年をかなり上回る。価格は前
年をわずかに上回る見込みだが、平均には
届かない模様。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

ね
　
　
 
　
ぎ

３３０
３７４
３１４
３３１

名古屋市中央卸売市場東 京 都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 １，３５２ 258 241 236 愛知 39%
２２年 １，３４３ 342 282 252 熊本 39%
２３年 １，３２０ 275 249 267 宮崎 16%
２４年 １，２７２ 258 246 279 高知 6%
２５年 １，２２２ 294 278 240

５ヵ年平均 １，３０２ 286 259 255

２６年見通し １，２５０ 250 270 265

２１年 １，６７８ 329 315 249 熊本 45%
２２年 １，７１０ 321 235 235 愛知 28%
２３年 １，９６１ 227 177 195 三重 16%
２４年 １，７７９ 391 327 323 岐阜 8%
２５年 １，９９５ 282 263 197

５ヵ年平均 １，８２５ 307 261 238

２６年見通し １，９００ 270 250 230

２１年 ３６８ 604 639 535 熊本 53%
２２年 ３９０ 649 519 494 愛知 35%
２３年 ４９６ 450 428 401 和歌山 8%
２４年 ５３０ 670 510 549
２５年 ５６１ 523 493 461

５ヵ年平均 ４６９ 574 510 485

２６年見通し ５５０ 450 450 450

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は、熊本、愛知、和歌山。作
況は順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５８６
５５６
４３５
５８５
４９９

５２８

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は熊本、愛知。三重、岐阜が
続く。各産地とも病害虫の被害はなく、出
荷は順調。玉流れも非常に良いと思われ
る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

２９４
２６０
１９３
３４３
２３７

２６３

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は愛知、熊本、宮崎。愛知は
千両なす、熊本、宮崎は長なす主体。ゴー
ルデンウィーク前後にピークを迎える。各
産地とも生育は良好だが、下旬には成り疲
れが懸念される。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
わずかに下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

２４４
２９０
２６２
２５９
２６６

２６４

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ４,７８４ 315 271 266 高知 42%
２２年 ４,４３５ 357 288 289 福岡 20%
２３年 ４,２６２ 330 305 328 群馬 10%
２４年 ４,３４５ 308 296 311 熊本 5%
２５年 ４,４４５ 342 306 253 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 ４,４５４ 330 293 294

２６年見通し ４,４５０ 300 300 300

２１年 ９,０２２ 373 354 277 栃木 22%
２２年 ８,５４６ 331 277 293 熊本 21%
２３年 １０,０４５ 252 232 264 愛知 11%
２４年 ９,９３１ 403 340 344 千葉 9%
２５年 １０,８７２ 287 275 214 （愛知産比率11％）

５ヵ年平均 ９,５６３ 329 296 278

２６年見通し １０,０００ 280 260 300

２１年 １,３２７ 556 603 494 熊本 33%
２２年 １,４４０ 632 482 478 愛知 24%
２３年 １,８６４ 397 383 408 宮崎 12%
２４年 １,９８２ 642 491 511 千葉 10%
２５年 ２,２３０ 493 458 403 （愛知産比率24％）

５ヵ年平均 １,７６９ 544 483 459

２６年見通し ２,２００ 500 450 400

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  熊本、愛知、千葉、宮崎等からの入荷と
なる。本県産は、天候に恵まれ順調な入荷
が期待でき、他産地についても同様で、若
干大玉傾向となっている。
　入荷量は前年並で、価格も前年を見込む
が、平均には届かない模様。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５４５
５２９
３７６
５４８
４４８

４８３

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  関東産地と熊本からの入荷が中心となり引
き続き本県からの入荷もある。各産地とも生
育順調で、気温の上昇とともに玉伸びし、昨
年ほどではないが潤沢な入荷が期待できる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前年
よりかなり上回るが平均には届かない模様。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３２８
２９９
２３５
３６３
２５３

２８３

２９５

３０２  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を始めとする西南暖地中心の入荷と
なる。高知は５月出荷分の着果量は十分に
あり、前年並の入荷が期待できる。他の産
地も生育は順調にきている。
　入荷量は前年並で、価格は前年よりわず
かに上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

な
　
　
　
　
す

２８１
３１０
３１４
３０８

名古屋市中央卸売市場東 京 都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ８１９ 333 215 217 宮崎 30%
２２年 ７６４ 540 293 265 茨城 29%
２３年 ７５７ 217 193 224 鹿児島 24%
２４年 ８２４ 393 296 261 高知 16%
２５年 ８２１ 361 251 191 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ７９７ 369 250 231

２６年見通し ８００ 270 250 320

２１年 ４，３９９ 143 139 113 長崎 58%
２２年 ３，３３９ 191 158 183 鹿児島 21%
２３年 ４，２１８ 209 230 165 北海道 17%
２４年 ４，０３０ 162 111 90 静岡 3%
２５年 ３，８４４ 104 101 91 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ３，９６６ 161 148 127

２６年見通し ３，８００ 120 110 100

２１年 ５，８２８ 68 76 76 愛知 54%
２２年 ５，７６７ 100 83 80 北海道 29%
２３年 ４，５１５ 88 73 58 兵庫 10%
２４年 ４，３９３ 90 83 92 佐賀 4%
２５年 ５，０４９ 61 61 61

５ヵ年平均 ５，１１１ 81 75 74

２６年見通し ４，５００ 85 75 75

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は愛知であり、大玉で生育は
順調。中旬以降は北海道産が出てくる。作
付面積が減少していることが懸念材料。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７３
８７
７０
８８
６１

７６

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は、北海道産から鹿児島。そ
の後は長崎に中心が移る。どの産地も生育
は順調。安定した販売が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
大幅に上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２８
１７５
１９４
１１０
９４

１４０

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心は、宮崎、鹿児島、高知。茨
城など新しい産地からの出荷が増えてお
り、５月ごろから入荷量が増加する見込
み。生育は順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は大幅
に上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２５１
３４７
１９４
２９６
２４１

２６６

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ２,６８１ 338 301 247 茨城 73%
２２年 ２,３６８ 519 346 317 高知 12%
２３年 ２,４９２ 227 200 238 宮崎 9%
２４年 ２,６２１ 393 304 295 鹿児島 5%
２５年 ２,７０１ 362 259 202 （愛知産比率－％）

５ヵ年平均 ２,５７３ 368 282 260

２６年見通し ２,７００ 320 300 280

２１年 ９,９０２ 137 140 150 長崎 50%
２２年 ９,４８４ 174 158 197 鹿児島 23%
２３年 ９,５３４ 191 222 208 北海道 17%
２４年 １２,３６３ 147 106 94 熊本 5%
２５年 １０,６８２ 96 104 105 （愛知産比率0％）

５ヵ年平均 １０,３９３ 149 146 151

２６年見通し １０,２００ 100 100 100

２１年 １２,４１２ 97 97 102 佐賀 66%
２２年 １２,２１８ 126 104 99 北海道 9%
２３年 １４,２４４ 95 86 59 兵庫 8%
２４年 １４,１６１ 102 97 100 香川 3%
２５年 １５,１３４ 64 67 66 （愛知産比率0%)

５ヵ年平均 １３,６３４ 97 90 85

２６年見通し １４,４００ 85 84 86

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  佐賀からの入荷が中心となる。主要産地
はいずれも生育順調で５月連休明けから
ピークを迎え、前年に近い入荷量が期待で
きる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回るが平均には届かない模様

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９９
１０９
７８

１００
６５

８９

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  九州産地中心の入荷となる。九州各県
は、作付減少だが、生育順調で大玉傾向、
４月末からまとまった出荷となる。北海道
は５月上旬以降は前年より少ない。
　入荷量は前年をやや下回る見込み、価格
は前年をかなり上回る見込みだが、平均に
は届かない模様。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１４２
１７５
２０７
１１２
１０１

１４４

２７２

２９８  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  茨城からの入荷が中心となる。茨城は低
温の影響を受けたが、生育は概ね順調に推
移してきており、５月にまとまった量が期
待できる。高知も順調な出荷が続く。
　入荷量は前年並を見込み、価格は安かっ
た前年をかなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２９１
３８４
２１９
３３０

名古屋市中央卸売市場東 京 都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 １１，２０２ 317 310 331 熊本 31%
２２年 １０，６４７ 323 305 310 フィリピン 21%
２３年 ９，７６６ 325 321 316 青森 13%
２４年 ９，７０３ 330 314 315 愛知 9%
２５年 ９，２４２ 367 343 315

５ヵ年平均 １０，１１２ － － －

２６年見通し ８，８００ － － －

２１年 １，１９７ 404 345 273 熊本 63%
２２年 １，００２ 418 379 314 メキシコ 21%
２３年 １，２６７ 429 322 296 愛知 10%
２４年 ９９３ 437 379 344
２５年 １，２２３ 382 315 333

５ヵ年平均 １，１３６ － － －

２６年見通し １，１００ 360 310 310

２１年 １，９５０ 225 217 195 熊本 89%
２２年 １，７７０ 218 208 202 愛知 11%
２３年 １，７２５ 221 214 217 0 0%
２４年 １，６３１ 280 244 226 0 0%
２５年 １，７５２ 243 216 207

５ヵ年平均 １，７６６ － － －

２６年見通し １，７３０ 240 210 200

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２０
３１２
３２１
３１８
３４０

３２２  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、フィリピン、アメリカ、青
森が中心。国産品は昨年１０月の気温が非
常に高かったこと、冬場の雪の影響を受
け、入荷量は減少傾向が続いている。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並みの見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

３２５
３６３
３１１
３６８
３３２

３３８  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　

　産地の中心は熊本、メキシコ。熊本は上
旬がピークであり、中旬以降は愛知が出て
くる見込み。天候次第で入荷量が変わって
くる。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。

す
　
い
　
か

２１２
２０９
２０６
２３３
２１０

２１４  前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本中心。生産者減により作付け
は減少しているが、気温が高く、作柄は良
好。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２１年 ３３，７００ 353 331 308 熊本 25%
２２年 ３０，１２９ 362 343 338 青森 15%
２３年 ３０，２１８ 374 336 320 フィリピン 11%
２４年 ２９，０３５ 401 362 347 茨城 11%
２５年 ２９，４２９ 376 355 343 （愛知産比率 1%)

５ヵ年平均 ３０，５０２ － － －

２６年見通し ２９，８００ － － －

２１年 １，２０２ 478 482 304 茨城 66%
２２年 ６５９ 475 490 460 熊本 15%
２３年 １，１４１ 438 392 366 静岡 0%
２４年 ７５５ 558 492 375  
２５年 ９７１ 436 409 418 （愛知産比率 -%)

５ヵ年平均 ９４６ 472 448 375

２６年見通し ９５０ 520 480 370

２１年 ７，０８６ 253 234 198 熊本 72%
２２年 ５，６０６ 253 228 228 千葉 14%
２３年 ６，１４１ 246 232 211 茨城 10%
２４年 ６，２３９ 287 259 232 群馬 4%
２５年 ６，４０５ 252 241 229 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ６，２９５ 258 239 219

２６年見通し ６，６００ 250 230 230

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

熊本中心に茨城、千葉から入荷する。熊本
は出始めは少なかったが、着果状況は良好
で安定した入荷が見込める。茨城も出始め
は少なかったが、平年並みに出る見込み。
千葉は着果も良好で下旬にハウス物がで
る。平年並みの出荷となる。入荷量は前年
をやや上回り、価格は前年をわずかに下回
る見込み。

す

い

か

２２４
２３６
２２７
２５４
２３７

２３５

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

茨城、熊本から入荷する。両産地ともに着
果・肥大は良好で品質も良い。熊本は作付
けが品目転換でやや減少している。玉は２L
中心で５月上旬がピーク、茨城は平年並み
の作付けで５月中旬がピークとなる。入荷
量は前年をわずかに下回り、価格は前年を
やや上回る。

ア

ン

デ

ス

メ

ロ

ン

３７７
４７４
３９２
４４６
４２０

４１４

３５７

３４８  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

すいか、メロンを中心にびわ、みかん等の
ハウスものが入荷する。ハウスみかんは燃
油高騰の影響で早期作型が減少し出始めの
量は昨年からさらに減る。びわはやや生育
が遅れているものの作柄は問題ない。全体
の入荷量、価格はともに前年並みとなる見
込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果

実

計

３２９
３４７
３４２
３６９

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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切　花　・　鉢　花　の　５　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　４月２９日現在）

２１年 ３，４４４ ２７
実 ２２年 ２，０７９ ４４

２３年 ２，０８４ ３８
績 ２４年 １，８３８ ４６

２５年 ２，０６３ ４０

２，３０２ ３７

２，０００ ４０

概
　
要

２１年 １，１９５ ２４
実 ２２年 ８１９ ３３

２３年 ９９８ ３５
績 ２４年 １，１４７ ２８

２５年 １，１１１ ２５

１，０５４ ２９

１，１５０ ２５

概
　
要

２１年 １，８１９ ４２
実 ２２年 １，７４９ ３４

２３年 １，７６８ ３７
績 ２４年 ２，１０２ ３２

２５年 １，９０４ ４３

１，８６８ ３８

１，８００ ４０

概
　
要

２１年 ２７１ ６２
実 ２２年 ２１４ ７０

２３年 ２５６ ５３
績 ２４年 ２５９ ６１

２５年 ２６７ ６１

２５３ ６１

２７０ ６０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

  愛知、三重、沖縄等から入荷。色物は夏菊の出荷も始まったが、白については後半以
降。大きな山もなく、平年並みと思われる。一般需要は見込めず、業務中心の動きで単価
は左右する。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２６年見通し

５ヶ年平均

２６年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、長野、和歌山等から入荷。今年は特に3月の冷え込みが厳しく、4月に一気に気温
が上がり、前半に集中出荷となった。そのため、母の日前後はスプレーに関しては問題は
ないが、スタンダードは大きな山もなく、若干少なめな状況と思われる。

５ヶ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄、愛知から入荷。地場産は少ないことから沖縄産中心に動くが、気温の上昇ととも
に品質が気がかり。色バランスもあまり良くないことから物により価格差が大きくなる可
能性がある。

５ヶ年平均

２６年見通し

２６年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。下旬には長野からも出荷が始まる。前半は母の日商戦で
活発な動き、入荷も順調。気温上昇で品質さが表れるので気を配る必要がある。中旬以降
は下位等級中心に厳しい販売となりそう。

単位：千本、円／本



２１年 ３８３ １５６
実 ２２年 ３５９ １５９

２３年 ４１６ １４４
績 ２４年 ４００ １４４

２５年 ４０５ １５６

３９３ １５１

４００ １５５

概
　
要

２１年 ３０２ ８８
実 ２２年 ３９６ ６７

２３年 ３８６ ８０
績 ２４年 ３４９ ９０

２５年 ４５１ ７８

３７７ ８０

４００ ８０

概
　
要

２１年 １，１５０ ６７
実 ２２年 １，０００ ６９

２３年 １，０１２ ７０
績 ２４年 １，０２８ ７０

２５年 １，１０８ ７３

１，０６０ ７０

１，１００ ７０

概
　
要

２１年 １，２６９ ４３
実 ２２年 １，５８９ ３９

２３年 １，５８７ ４０
績 ２４年 １，６１１ ４１

２５年 １，６８７ ４３

１，５４９ ４１

１，６５０ ４３

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

２６年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、愛知などから入荷。新潟産も日々増えてくる。前半は少な
めで、物日以降は増えてきそう。母の日はカサブランカ中心に活発な動きが見込まれる
が、入荷次第では厳しい展開もあり得る。ＬＡ、鉄砲は入荷少なく、相場は安定、昨年よ
りも高い流れ。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２６年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。高冷地の青森、長野の出荷も始まり、入荷は順
調。母の日がらみの引き合いが予想される。下旬に向けては厳しい販売になるが、4週目
の週末は日柄がよく、期待できる。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２６年見通し

　愛知、岐阜、静岡から入荷。前半は休日の関係もあり、枝物の消費は鈍化するだろう
が、子供の日、母の日と2週続けてイベントはあり、関連商材の動きはよいと思われる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２６年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、徳島等に輸入物が入荷。シンピジウムは国産から輸入品に移行し
てくる。コチョウランは季咲きの物が一段落し、価格は持ち直してくるだろう。カトレア
も4月の低調な市況を脱して落ち着いた状況になろう。

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　４月８日現在）

２１年 ４４，０６３ ５３３

実 ２２年 ４４，３１７ ５００

２３年 ３４，１６０ ５３９

績 ２４年 ４９，８１８ ５５４

２５年 ５１，２００ ５１６

４４，７１２ ５２８

５１，０００ ５１０

概
　
要

２１年 ５２，８２３ ２，１４５

実 ２２年 ５０，６３８ ２，２５２

２３年 ５５，２１４ １，９３２

績 ２４年 ６１，３３１ ２，２２８

２５年 ５７，９８５ ２，２０１

５５，５９８ ２，１５２

５７，０００ ２，１９３

概
　
要

２１年 ８３，３５０ ３９７

実 ２２年 ９５，３５４ ３６２

２３年 ８９，６８６ ３５５

績 ２４年 １０１，１５１ ３７４

２５年 １０８，６９０ ３８５

９５，６４６ ３７５

１０８，０００ ３８０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は大輪、ミディー共に昨年並か。昨年同様に母の日が終わると単価面で厳しくな
ることが予想されるので、上旬になるべく出荷をお願いしたい、また、中旬以降のミ
ディー系は母の日で出荷したスタイルと変えていった方がメリハリがつきやすい。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（５５．１％）、２位
熊本（９．６％）、３位静岡（８．６％）となっている。

５ヶ年平均

２６年見通し

バ

ラ

及

び

ミ

ニ

バ

ラ

　入荷量は昨年並みの予想だが、物日用（母の日）の３～３．５号（ＰＯＴ物）が不足し
そう。税率のＵＰによる、買い控えの気配もあり、物日以降の販売は苦戦が予想される。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（４９．４％）、２位
愛知（３６．８％）、３位その他（４．３％）となっている。

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー 　５号以上の作付けが減り、４号以下の生産量が増加しているため、入荷鉢数としては昨

年を上回る。入荷量及び引き合いのピークは母の日前の５月上旬となる。昨年同様、発色
の良い物、輪数の多いものがより引き合いが強いと予想される。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（２９．１％）、２位
愛知（２９．０％）、３位長野（２１．５％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２６年見通し

５ヶ年平均

２６年見通し

単位：鉢、円／鉢



２１年 ２１６，３３２ ６６９

実 ２２年 ２２２，３４６ ６７５

２３年 ２３９，４２０ ６９０

績 ２４年 ２３９，４２０ ６９０

２５年 ２４６，２５８ ７２５

２２３，００８ ６９３

２４０，０００ ７４２

概
　
要

２１年 ３８，０３３ ２４３

実 ２２年 ５０，２４１ ２５８

２３年 ４０，９３４ ２７２

績 ２４年 ３５，９０８ ２９８

２５年 ３５，１１２ ３０１

４０，０４６ ２７３

３５，０００ ２８６

概
　
要

２１年 ４３３，６７０ ４７２

実 ２２年 ３６６，４３０ ４６６

２３年 ３７０，２８８ ４５０

績 ２４年 ３６５，５８０ ４３４

２５年 ４０２，６５１ ４２９

３８７，７２４ ４５１

４００，０００ ４２０

概
　
要

２６年見通し

　入荷量は昨年並か。４月でも寒の戻りがある日は引き合いは弱い。母の日の寄せカゴ商
材として４月下旬から引き合いが強くなる。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（４２．３％）、２位
愛知（３３．１％）、３位岐阜（１８．２％）となっている。

２６年見通し

　入荷量は全体的に減少か。２月の雪の影響で関東地方は被害がひどいため、品種別にみ
ると「フェアリーアイ」、「雨にうたえば」、「ダンス」などのガクアジ、ミカコ、未
来、ババリア、チボリなどの覆輪の玉アジサイが人気。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（７０．０％）、２位
群馬（９．２％）、３位埼玉（３．６％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２６年見通し

　今年の母の日も昨年と同様の日程なので、入荷量は昨年並か。近年、競売単価も安定し
ているため、全体相場も安定か。ピンクが不足気味のため、引き合い強めか。
　昨年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（４８．９％）、２位
埼玉（７．３％）、３位群馬（７．２％）となっている。

カ
　
ー

　
ネ
　
ー

　
シ
　
ョ

　
ン

５ヶ年平均

ス

パ

テ

ィ

フ

ィ

ラ

ム

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 79,580 119.8 8,566,515 105.5 108 88.1 169,661 132 18,088,260 114 107 86

トマト 425 93.9 175,411 100.1 413 106.5 961 102 394,408 104 410 102

たまねぎ 29,103 161.6 1,713,738 127.4 59 78.8 64,833 170 3,739,285 137 58 81

にんにく 1,190 96.7 193,327 77.0 162 79.6 2,848 102 461,302 82 162 80

ねぎ 4,799 111.5 541,142 114.2 113 102.4 9,282 104 1,128,673 117 122 113

ブロッコリー 2,856 103.0 537,535 107.3 188 104.2 5,163 85 993,331 92 192 108

結球キャベツ 6,130 186.2 262,224 188.1 43 101.0 13,122 186 576,120 201 44 108

にんじん・かぶ 5,493 95.2 333,394 96.5 61 101.3 11,427 113 720,596 134 63 119

ごぼう 3,295 117.3 308,261 218.8 94 186.6 7,196 104 693,055 210 96 203

えんどう 40 15.3 13,896 15.2 347 99.1 112 22 43,479 24 387 109

アスパラガス 2,250 119.8 1,091,398 107.2 485 89.4 3,275 127 1,871,004 120 571 94

まつたけ - - - - - - - 0 - 0 - -

しいたけ 365 63.8 137,834 72.5 378 113.5 828 65 312,276 75 377 116

かぼちゃ 12,849 85.7 944,033 88.9 73 103.7 31,906 126 2,514,769 130 79 103

果実（生鮮・乾燥） 114,797 89.6 17,653,570 105.7 154 118.0 231,021 92 36,816,700 114 159 125

バナナ 66,296 92.1 5,344,755 102.7 81 111.5 134,550 94 10,834,485 107 81 114

パイナップル 9,686 86.6 668,449 114.7 69 132.5 19,088 82 1,307,137 104 68 127

レモン 3,881 95.1 790,097 153.0 204 160.8 8,344 115 1,709,083 190 205 166

オレンジ 7,124 74.9 1,128,081 106.5 158 142.3 12,012 75 1,880,083 106 157 141

グレープフルーツ 8,761 99.2 1,120,700 108.3 128 109.2 18,648 89 2,429,102 102 130 115

メロン 2,273 70.7 259,428 77.2 114 109.2 3,970 78 456,439 85 115 109

ぶどう 1,407 98.8 322,569 96.5 229 97.6 2,130 115 553,658 125 260 108

キウイ 63 24.9 20,152 33.2 320 133.2 63 13 20,152 17 320 134

いちご 1 6.9 1,983 15.3 1,983 220.8 7 39 9,546 54 1,310 138

切花（生鮮・乾燥） 2,721 85.9 2,355,308 91.7 866 106.7 5,542 86 4,949,175 96 893 111

鳥獣肉類 143,302 108.9 68,873,308 115.0 481 105.7 286,605 106 137,746,616 113 481 107

牛肉（くず肉含む） 33,688 109.4 17,803,899 115.3 529 105.4 67,375 103 35,607,798 114 529 110

豚肉（くず肉含む） 66,743 115.1 35,386,868 116.0 530 100.8 133,487 111 70,773,736 112 530 101

鶏肉 35,318 94.6 9,742,396 99.6 276 105.3 70,637 97 19,484,792 104 276 108

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 101,833 84.5 72,127,977 108.2 708 128.0 247,118 91 167,184,681 116 677 128

まぐろ類 18,303 100.3 18,789,620 128.2 1,027 127.9 33,692 100 32,722,062 125 971 125

さば・さんま・あじ・いわし 5,718 75.1 1,156,479 83.3 202 110.9 21,276 102 4,721,757 133 222 130

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 1,833 161.2 727,396 175.6 397 109.0 5,959 94 2,552,438 110 428 117

うんしゅうみかん 54 249.2 25,410 274.5 471 110.1 208 181 115,915 205 558 113

りんご 1,728 163.2 605,232 190.0 350 116.4 5,540 93 2,143,284 106 387 114

なし - - - - - - 8 48 4,365 50 529 105

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 223,521 116.5 - - - - 460,797 110 - -

緑茶 283 141.2 631,631 144.3 2,232 102.2 527 153 1,195,525 147 2,269 96

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１４年）

品 名
２ 月 ２ 月 ま で の 累 計



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

24年平均 99.7 96.1 103.3 99.0 101.4 24年平均 101.8 111.1 99.0 102.8 100.9

25年10月 100.7 103.3 92.5 100.3 105.0 25年10月 96.2 102.7 91.9 71.7 110.6

11月 100.8 103.9 96.7 100.7 104.9 11月 107.2 102.0 115.7 97.8 113.7

12月 100.9 105.4 104.9 101.3 106.7 12月 109.5 102.5 118.9 109.3 116.5

26年 1月 100.7 105.8 114.2 102.1 107.0 26年 1月 109.0 102.7 118.4 114.7 111.1

 2月 100.7 100.5 113.1 102.0 108.1  2月 107.9 102.5 112.7 101.8 111.4

愛

知

県

 

24年平均 99.7 98.0 105.3 99.1 102.1   

25年10月 100.5 107.1 93.0 100.3 105.2 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

11月 100.6 106.8 96.0 100.9 105.6  

12月 100.8 109.8 109.3 99.9 106.0

26年 1月 100.4 108.4 120.9 101.2 106.9

     2月 100.5 103.7 116.6 100.8 108.5

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

24年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 350 229 558 665 165 564 

25年10月 2,131 168 201 608 479 324 209 365 256 622 776 164 ― 

11月 2,131 175 184 581 597 314 196 384 248 798 779 158 478 

12月 2,107 217 194 705 655 303 175 413 267 661 765 190 503 

26年 1月 1,999 226 187 630 702 306 158 418 297 630 671 1,715 517 

 2月 2,016 207 167 627 545 306 156 391 305 588 624 1,723 485 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 
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ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
ロ
ー
ス
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

24年平均   582 283 352 177 211 805 534 153 168 306 225 797 398 

25年10月 485 267 356 ― 217 781 557 156 171 312 233 812 397 

11月 488 272 352 ― 214 751 522 159 183 332 227 851 393 

12月 523 382 381 209 221 790 528 162 186 350 224 708 335 

26年 1月 598 382 409 197 226 812 533 156 167 322 228 838 402 

2月 601 356 437 117 232 770 533 157 161 326 227 795 399 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №491

平成２６年５月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


